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令和元年度 長野県図書館協会 

デジタル版 小中学校図書館部会だより 第 153号 

 

『つながる』ことで機能する学校図書館 

…子どもたちの『学び』と『心』の拠り所となる学校図書館でありたい 
 

                長野県図書館協会小中学校部会 部会長 宮尾 弘子 
 

 新学習指導要領の実施に伴い、各学校における学校図書館の果たすべき役割は大変重要

であると考えます。『読書センター』『学習センター』『情報センター』として、子どもたち

の学びを広げ深める場として機能することを私たちは切に願っております。また、一方で、

学校図書館は、子どもたちの心の拠り所となるべく機能することも求められています。こ

れらの役割を十分に果たすには、学校図書館が校内外において密に繋がりをもつことが不

可欠です。昨年度までの最重要課題であった『司書教諭と学校司書の連携の在り方』につ

いて、引き続き研修を深めると同時に、今年度は、更に『学校外の各機関との連携の在り

方』についても、実践を積み、提案をして参りたいと考えます。 

 具体的な重点は以下のとおりです。 

１ 創造力を培い、豊かな心を育む「読書センター」としての学校図書館 

 ・児童生徒の読書に関する興味・関心を呼び起こし、読書に親しみ、習慣化に導く支援

の推進 

 ・児童生徒の読書の幅を広げ、質を高めることを目的とした推薦図書の選定と情報提供 

 ・児童生徒の『伝える力』を育む読書感想文・読書感想画の募集と資料提供 

２ 知的活動を促し、自ら学ぶ力を育てる「学習センター」としての学校図書館 

・授業のねらいにそった学習図書、資料の情報提供、学校司書と連携した授業づくり 

・児童生徒の主体的な学習を支える機能づくり（環境・授業） 

・全教科・領域における学習を深め広げる機能づくり 

３ 情報活用能力を伸ばす「情報センター」としての学校図書館 

 ・図書館資料を活用した児童生徒や教員のニーズへの幅広く正確な対応 

 ・情報活用能力（多くの情報から必要な資料を探し、有用な情報を引き出し、分析し、

自分なりの考えを組み立てて、発信する力）を培う図書館指導の推進 

４ 学校内・外が連携して教育力を高める学校図書館 

 ・司書教諭と学校司書とのいっそうの連携及び資質向上の研修推進 

           （「学校図書館実務マニュアル」ならびに「司書教諭と学校司書―力を合わせて図書館教

育」の活用と普及） 

 ・公共図書館等、他の図書館との連携による図書館機能の充実。開かれた図書館作り 

５ 学校司書の適切な配置に向けての活動 

６ 図書館研究大会の推進・県図書館協会との協働 

 ・第６９回県大会開催支部（上小支部）との連携と協力 ・県図書館協会事業への協力 

７ 第３０回北信越地区学校図書館研究大会 新潟市大会 開催への参加協力   

  本年度も本部会へのご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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令和元年度 長野県図書館協会小中学校部会役員と業務分担 

役名 氏名 所属

部会長 宮尾　弘子 戸隠中学校

浅井かよ子 更級小学校

広川　芳守 清野小学校

常任幹事 清水　克則 徳間小学校

関川あかね 浅川小学校

山口　美直 豊栄小学校

長井　裕之 芹田小学校

畑　純子 優良図書研究所

塚田　量 城下小学校

濱野　久 豊科北中学校

庶務幹事 小林　正代 長野県図書館協会

支部 氏名 所属 支部 氏名 所属

佐久 鈴木　雅幸 美南ガ丘小学校 佐久 花岡　直美 御代田中学校

上小 塚田　量 城下小学校 上小 赤塚　梨絵 傍陽小学校

諏訪 伊東　秀 豊田小学校 諏訪 馬場ゆみか 富士見中学校

上伊那 酒井　直彦 中沢小学校 上伊那 平澤　真美 赤穂南小学校

下伊那 栁瀬　賢司 根羽小学校 下伊那 林　宏美 丸山小学校

木曽 吉沢　一夫 木祖小学校 木曽 大屋　洋介 福島小学校

塩筑 折橋　善文 宗賀小学校 塩筑 関　陽子 丘中学校

安曇野 濱野　久 豊科北中学校 安曇野 日野原みどり 穂高南小学校

大北 輿　幸雄 仁科台中学校 大北 山口あゆみ 松川小学校

更埴 酒井　康行 東小学校 更埴 越野　敦子 東小学校

須高 宮坂ゆかり 井上小学校 須高 浅井　奈美 旭ケ丘小学校

中高 加藤　善彦 永田小学校 中高 中村　仁志 中野小学校

飯水 中沢　裕子 東小学校 飯水 吉沢　愛美 東小学校

長野 千葉　節子 信更小学校 丸山　潔子 浅川小学校

松本 小口　裕康 中山小学校 清水　邦敏 飯綱中学校

松本 青木　蘭奈 奈川中学校

山口　美直 豊栄小学校

畑　純子 優良図書研究所

支部 氏名 所属 支部 氏名 所属

上小 池田　健一 東部中学校 上小 児玉　晶子 東部中学校

上伊那 降籏　美来 西箕輪小学校 上伊那 宮下　庸子 西箕輪小学校

大北 三崎　眞一 仁科台中学校 大北 小笠原　さおり 高瀬中学校

松本 笠原　佳子 鎌田中学校 松本 井原　智美 鎌田中学校

飯水 岩上　渚 城南中学校 飯水 川﨑　絢 城南中学校

長水 小池　智恵 裾花中学校 長水 山﨑　裕子 櫻ヶ岡中学校

幹事 広川　芳守 清野小学校 幹事 浅井かよ子 更級小学校

業務分担

県協会常務理事、SLA正会員

副部会長
学校司書委員会

司書教諭委員会

事務局、幹事・支部代表者会、SLA・北信越連絡

幹　　事

読書感想文･感想画コンクール

推薦課題図書選定委員会

部会だより

推薦課題図書選定委員会、出版物利用促進

2年度第70回県大会開催地区（安曇野支部）

元年度第69回県大会開催地区（上小支部）

庶務、会計

支部代表者 推薦課題図書選定委員

長水

幹事

司書教諭委員 学校司書委員
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令和元年度  事 業 計 画 

１ 第６９回 長野県図書館大会 （東御大会） 

（１） 期日 11 月 9 日（土）午前 10 時～午後 3 時 30 分（受付開始午前 9 時 30 分）  

（２） 会場 東御市文化会館 サンテラスホール（全体会場：開会式、講演会） 

   東御市立東部中学校（分科会） 

（３） 大会テーマ 『地域と共に知り、共に創る』 

（４） 基調講演 午前 10 時 30 分～12 時 

    講 師  広沢里枝子氏（SBC ラジオパーソナリティ 長野大学非常勤講師）        

（５） 分科会 

第 3 分科会 生き生きとした学校図書館を創造する司書教諭の役割 

～学校司書との連携のあり方～ 

レポート発表・ワークショップ 

第 4 分科会 ここからはじめる学校司書の働き

方改革 ～だいじょうぶ、ひとりじゃないよ～ 

レポート発表を中核にして 

（詳細は検討中） 

第 5 分科会 図書館の管理･運営のあり方 

 

レポート発表・グループ討議 

第 6 分科会 学習センターとしての機能を推進

するための取組 

レポート発表・グループ討議 

第 7 分科会 情報センターとしての機能を推進

するための取組 

レポート発表・グループ討議 

 

（６）参加申込み･問い合わせ先 

第 69 回長野県図書館大会事務局（東御市立図書館） 

 〒389-0592 東御市県 281-2 

TEL 0268-64-5886  FAX 0268-62-1118 

 

２ 第３０回北信越地区学校図書館研究大会への参加 

開催地 新潟県（新潟市） 9 月 26 日（木）～27 日（金） 

 

３ 地区学校図書館教育研究大会 

中信  木曽支部  10 月 2 日(水)     

北信  更埴支部  10 月 25 日(金) 

南信  下伊那支部 11 月 15 日(金)   

  

４ 第 42回長野県読書感想文コンクール実施計画 

（１） 支部審査 

・各校では学年別、類別（1～3 類）に、原則として各学級 1 点、応募できる。 

・各支部で審査員を委嘱し、小学校（低･中･高学年）及び中学校の別に審査し、

各類別に 5 点以内を選出し県図書館協会事務局へ送付する。 

（２） 県審査 

・県審査員は原則各支部より 1 名選出し委嘱する。 

・県審査への応募しめきり 10 月 8 日（火） 
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・第 1 回審査会 10 月 11 日（金） 

・最終審査会  11 月 14 日（木） 

（３） 入賞作品は学年（小低･小中･小高･中学）毎に各類（1～3 類）で金賞 5 作･銀

賞 10 作･銅賞 10 作（以内）とする。 

（４） 県コンクール入賞作品「ひろがる読書」の発行 

・金賞作品を掲載する。 

・銀賞･銅賞の作品は題名･氏名･学校名のみ掲載する。 

（５） 金賞作品から優秀作品を全国コンクールへ出品する。 

 

５ 読書感想画コンクール実施計画 

（１） 小学校低学年･高学年･中学校の部があり、それぞれに自由読書と指定読書の

区分がある。一人で両方とも応募できる。 

（２） 用紙・絵の具については自由。版画･はり絵も可。 

（３） 応募しめきり 令和 2 年 1 月 15 日（水）予定  

（４） 提出先 県立図書館内読書感想画コンクール事務局 

（５） 審査会 1 月 17 日（金） 幹事会で実施 

（６） 優秀作品を 38 点選び、賞状を贈る。 

（７） 各部・区分毎、優秀作品の中から２点以内で読書感想画中央コンクールに応

募する。 

 

６ 各委員会の活動計画 

（１） 司書教諭委員会 

・ 第６９回県図書館大会（東御大会）の分科会の準備と参加 

・ 「学校図書館実務マニュアル」「司書教諭と学校司書 力を合わせて図書館教

育」の活用と普及 

・ 県図書館協会主催、専門研修、学校図書館ステップアップ研修への参加 

・ 司書教諭の実態調査並びに課題に対する方策の検討 

（２） 学校司書委員会 

・ 授業に活かせる図書館のあり方を多角的に求め、実践例の収集、実践を行う 

・ 司書教諭と学校司書の連携に関わる事例の収集と紹介 

・ 第６９回県図書館大会の分科会計画 

・ 「学校図書館実務マニュアル」「司書教諭と学校司書 力を合わせて図書館教

育」の有効利用についての実践 

・ 県図書館協会主催の研修事業への協力 

 

（３） 推薦課題図書選定委員会 

・ 推薦図書（年 2 回）・課題図書（年 1 回）の選定、教科学習図書の選定を行

う。 

・ 推薦図書は県図書館協会ホームページに掲載し、支部を通じて各校へメール

配信する。 

・ 県読書感想文コンクール課題図書の選定（推薦図書の中から） 
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７ 「部会だより」発行計画 

（１） 部会だよりを年 3回発行する。 

・ 第１５３号（７月）本年度事業計画ほか 

・ 第１５４号（１２月）県大会・北信越大会・地区大会報告・参加者の声ほか 

・ 第１５５号（２月）本年度まとめ、支部だよりほか 

（２） 支部を通じて各校へメール配信 

 

８ 長野県図書館協会専門研修 
（１）ステップアップ研修 

ＮＯ 日時 会場 内容 講師

1
6月29日（土）
13：30～16：00

下諏訪町
図書館

学校図書館を活用した探
求学習のありかた

桑田てるみ
（国士舘大学）

2
7月29日（月）
10：30～15：00

「音」をテーマにした
理科読　（講義）

3
7月30日（火）
9:00～11：00

「音」をテーマにした
理科読　（実験）

4

9月10日（火）
授業14：55～
研修15：50～
懇談会17：00～

中野市立
中野小学校

図書館を使った調べる学習
モデル授業と職員研修

藤田利江
（全国学校図書館協議会スー
パーバイザー）.

5
11月30日（土）
13：30～15：30

松川村
図書館

読書感想文と調べ学習の
指導法

読む・考える・書く

林　尚江
（茅野市こども読書活動応援
センター）

6 11月予定 中南信

7 1月予定 東北信

佐久市立
東小学校

土井美香子
（内田洋行、NPOガリレオ工
房）

パスファインダー作成・活
用講習会

篠原由美子
（松本大学非常勤講師）

望月美江子
（元学校司書）

甲田　徹
（アネックス・インフォーメーション）  

（２） 読み聞かせ講座 読み聞かせの基本と年齢に適した選書 

№ 会場 講師

1 5月12日（日） 10：30～12：00 佐久市立中央図書館 小林いせ子

2 6月1日（土） 10：00～12：00 松川町中央公民館えみりあ 下沢　洋子

3 6月6日（木） 9：45～11：45 宮田村子育て支援センター 下沢　洋子

4 6月15日（土） 10：30～12：00 豊野東小学校 堀内　京子

5 6月20日（木） 16：20～16：50 富士見小学校 宮坂　順子

6 8月1日（木） 13：30～15：00 山ノ内町文化センター 下沢　洋子

7 8月30日（金） 13：30～15：30 東御市立図書館 堀内　京子

8 10月12日（土） 13：30～15:30 伊那市立高遠町図書館 下沢　洋子

9 11月19日（火） 14：30～15：30 佐久城山小学校 伊藤　理恵

日時
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歳入決算額 2,188,427 円

歳出決算額 1,440,325 円

差引　残額 748,102 円　（次年度へ繰越）

歳入 　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科目 予算額 決算額 増減 説　　明

部会費 560,000 560,000 0 本会計より

研究協力費 1,000,000 1,000,000 0 優良図書研究所より

県立長野図書館より地区大会共催負担金として12,800

全国SLAより読書感想画審査費として50,000　研究助成金とし
て4,800

助成金 20,000 20,000 0 全国SLAより研究助成金として

雑収入 573 0 -573

繰越金 540,827 540,827 0 前年度繰越

合計 2,189,000 2,188,427 -573

歳出
科目 予算額 決算額 増減 説　　明

地区研究会費 240,000 176,188 -63,812 １地区120,000×2地区　余剰金63,812返金

県大会費 50,000 38,000 -12,000 参加費2,000×19名

コンクール費 440,000 423,124 -16,876 感想文審査費、感想文賞状印刷、課題図書

研究委員会費 440,000 304,800 -135,200 図書選定委員会、学校司書委員会、司書教諭委員会

会議費 210,000 183,020 -26,980 幹事会、支部代表者会

北信越大会費 0 0 0

全国大会費 200,000 66,920 -133,080 富山大会2名参加　旅費・宿泊費・参加費

印刷費 0 0 0

負担金 50,000 74,500 24,500 全国SLA負担金54,500、正会員費20,000

事務費 90,000 83,478 -6,522 宅配便料金

雑費 50,000 32,495 -17,505 図書館大会企画運営委員会旅費、振込手数料等

積立 0 0 0 北信越大会用

予備費 419,000 57,800 -361,200 下伊那、長水支部研修会補助、会議室使用料

合計 2,189,000 1,440,325 -748,675

平成30年度　小中学校図書館部会決算報告　　　　

補助金 67,600 67,600 0

 

 

 

 

 



 7 

歳入予算額 2,396,000 円

歳出予算額 2,396,000 円

差引　残額 0 円

歳入 （単位：円）

科目 予算額 前年度予算額 増減 説　　明

部会費 560,000 560,000 0 本会計より

研究協力費 1,000,000 1,000,000 0 優良図書研究所より

県立長野図書館より地区大会共催負担金として12,800

全国SLAより　読書感想画審査費として50,000　研究
助成金として4,800

助成金 20,000 20,000 0 全国SLAより研究助成金として

雑収入 298 573 -275 利息

繰越金 748,102 540,827 207,275 前年度より

合計 2,396,000 2,189,000 207,000

歳出

科目 予算額 前年度予算額 増減 説　　明

地区研究会費 360,000 240,000 120,000 １地区120,000×3地区

県大会費 50,000 50,000 0 参加費2,000×25名（第2回支部代表者会）

コンクール費 440,000 440,000 0 感想文審査費、感想文賞状印刷、課題図書

研究委員会費 440,000 440,000 0 図書選定委員会、学校司書委員会、司書教諭委員会

会議費 210,000 210,000 0 幹事会、支部代表者会

北信越大会費 200,000 0 200,000 新潟大会

全国大会費 0 200,000 -200,000

印刷費 0 0 0

負担金 75,000 50,000 25,000 全国SLA負担金、正会員費

事務費 90,000 90,000 0 宅配便料金

雑費 50,000 50,000 0 図書館大会企画運営委員会旅費、振込手数料等

積立 100,000 0 100,000 北信越大会用

予備費 381,000 419,000 -38,000

合計 2,396,000 2,189,000 207,000

令和元年度　小中学校図書館部会予算書　　　

補助金 67,600 67,600 0

 

 

部会だよりは長野県図書館協会ホ

ームページでもご覧いただけます。 

。 

長野県図書館協会 小中学校図書館部会だより 第 153号 

発行日 令和元年 7 月 19 日 

発行者 長野市若里 1-1-4 県立長野図書館内 

長野県図書館協会小中学校図書館部会（代表 宮尾弘子） 

 


